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見
果
て
ぬ
平
和 
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中
東
の
戦
後
７
５
年
（
四
十
一
） 

 

第
二
章 

民
戦
後
世
界
の
う
ね
り
：
植
民
地
時
代
の
終
焉
と
ブ
ロ
ッ
ク
化
す
る
世
界
（
三
） 

 

四
十
一 

対
照
的
な
フ
ラ
ン
ス
と
英
国
の
植
民
地
支
配(

三―

三)
 

  

そ
れ
に
対
し
て
英
国
は
大
英
帝
国
の
長
い
植
民
地
支
配
を
通
じ
て
極
め
て
老
獪
な
知
恵
を
生
み
出

し
た
。
英
国
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
祖
ム
ハ
ン
マ
ド
の
子
孫
で
あ
り
な
が
ら
マ
ッ
カ
太
守
の
座
を
サ
ウ

ド
家
に
追
わ
れ
た
フ
サ
イ
ン
の
二
人
の
息
子
を
委
任
統
治
領
の
ヨ
ル
ダ
ン
と
イ
ラ
ク
そ
れ
ぞ
れ
の
国

王
に
据
え
た
。
民
主
主
義
が
広
く
普
及
し
た
西
欧
社
会
で
は
君
主
制
は
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム(

時
代
遅

れ)

に
映
る
が
、
中
東
は
ま
だ
ま
だ
部
族
が
幅
を
き
か
せ
る
世
界
で
あ
り
、
何
と
言
っ
て
も
イ
ス
ラ
ー

ム
が
生
活
の
中
に
根
を
張
っ
て
い
る
。
西
欧
流
の
共
和
制
あ
る
い
は
議
会
制
民
主
主
義
は
時
期
尚
早

だ
っ
た
。
英
国
は
冷
徹
に
中
東
の
現
実
を
見
て
い
た
の
で
あ
る
。 

  

１
９
２
１
年
に
マ
ッ
カ
の
太
守
フ
セ
イ
ン
の
二
男
ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー
を
国
王
と
す
る
ト
ラ
ン
ス
・
ヨ

ル
ダ
ン
王
国
が
成
立
、「
ア
ラ
ビ
ア
の
ロ
レ
ン
ス
」
で
有
名
な
Ｔ
・
Ｅ
・
ロ
レ
ン
ス
が
大
英
帝
国
の
代
表
者
と
し
て
国
王
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
実
際
は
支
配
者
英
国
の
回
し
者
）
と
な
っ
た
。
同
国
は
１
９
４
６
年
に
ヨ
ル
ダ
ン
・
ハ
シ
ミ
テ
王
国
と
し
て
独
立
し
た
。
英
国
は
貴
族

の
子
弟
の
帝
王
学
養
成
所
と
し
て
名
高
い
サ
ン
ド
ハ
ー
ス
ト
王
立
陸
軍
士
官
学
校
に
ヨ
ル
ダ
ン
皇
太
子
を
留
学
さ
せ
、
ハ
シ
ミ
テ
王
家
を

英
国
に
取
り
込
ん
で
い
る
。 

  

ヨ
ル
ダ
ン
の
一
般
国
民
に
と
っ
て
ハ
シ
ミ
テ
王
家
は
英
国
が
送
り
込
ん
で
き
た
天
下
り
の
支
配
者
で
あ
る
。
し
か
し
彼
ら
に
と
っ
て
国
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王
が
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
は
か
け
が
え
の
な
い
「
あ
り
が
た
い
」
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
首
都
ア
ン
マ
ン
の

ア
ラ
ブ
商
人
た
ち
も
ハ
シ
ミ
テ
家
を
喜
ん
で
迎
え
入
れ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
開
戦
の
１
９
３
９
年
に
生
ま
れ
た
カ
テ
ィ
ー
ブ
は
ま
だ
七

歳
で
王
国
独
立
の
何
た
る
か
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
新
国
王
を
熱
狂
的
に
迎
え
る
父
親
の
喜
ぶ
様
子
を
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
る
。 
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